
２０１８年１２月２日 主日礼拝 ＜待降節・アドベント＞ 
 

司  会        ①秋葉兄   ②佐々木伸兄   ③滝山兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①梅津兄                        

 

                                      賛  美  讃美歌９４番「久しく待ちにし」 

（喜び喜びがある）（心静かに主のみ言葉を待つ） 

主の祈り       

聖  書    ①  ヨハネによる福音書２０章１９～２９節 （Ｐ１７６） 

                      ②③ 詩篇１３９篇１２～１７節 （Ｐ８７１）                                                                                                                 

 

音  楽  ①                 レーナ・マリア女史（Ｖ） 

       ②③レーナ・マリア女史（通訳：新美幸子姉） 

 

証  詞                           ①    森山元明兄（バルナバ会）         

メッセージ     ①                                      「見なくても信じる者は幸いです」                                    森屋幹伝道師                           

                                                  ②③「マイナスは必ずプラスになる！」   大川従道牧師 

 

賛  美                    「あなたは愛されるため生まれた」（献金） 

頌  栄  「グローリア・インエクシェルシスデーオ」（聖歌１３８番）アーメン 

                                                                    祝   祷                          

 

【大和ニュース】  

☆本日はレーナ・マリアさんご夫妻をお迎えできて大感謝です。 

☆本日より「待降節（アドベント）」に入ります。祈りをもって備えましょう。 

・ 本日より３回シリーズで「入門講座」の学びがあります。９時。レインボー。 

* 本日英国からＲｉｖｅｒｓ＆Ｒｏｂｏｔｓを迎えコンサート。入場無料（献金あり）午後２時より。 

・ ＩＣＡ祈り会。バルナバ会、ヨシュア・カレブ会はＹＹクリスマスに合流（１２時半。森。） 

* 本日も東京カルバリーは４時５０分。説教は大川牧師。独唱は、竹下姉。 

 

・ 今週の祈祷会は大切です！①水曜夜 ②木曜朝の説教は大川牧師    

（聖餐式がなされます！）  ③金曜夜は坪井副牧師 
* 来週の木曜日は、婦人会主催の X’マスです。講師は武井博先生。（昼食券発売中） 

* 月に１度の断食祈祷。金曜９時～１５時（按手１３時） ・土曜９時、中高生フットサル。 
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石の枕  
   

これはジョークです。：映画館のチケット売場で、眼帯をした客が、「片目でしか 

見ないから、半額にしてくれ！」と交渉しているのは面白い。（織田正吉著「 

ユーモアのセンス」より） 

 今日のような日曜礼拝で、「私は牧師の説教を半分はイネムリ、半分はウワ 

の空で聴くので、献金は免除してくれ！」と言われたら、牧師は何と応える？ 

「勿論、免除いたします。来週からの礼拝出席のための無料券を差し上げます 

ので、是非おいで下さい。３回に１回はクリーンヒットしますので、忍耐強く 

聴き続けて下さい。」?? 

 赤塚不二夫の漫画『天才バカボン』に「ウナギ犬」が出てくる。犬は犬だが、 

しっぽはウナギという犬。犬だがウナギであり、ウナギだが犬である。こうい 

う架空の動物を、人間は想像の中でたくさん生み出してきた。ギリシャ神話に 

出てくるキマイラは頭がライオン、胴が羊、尾が蛇。スフィンクスは人面で体 

はライオンである。 

 内田百閒は犬に「猫」という名をつけ、「猫や、猫や」と呼ぶと犬が尾を振 

ってとんでくるのを試してみようと思った。 

犬は猫である、というのは古典論理の同一原理に反している。 

入口に「出口」という表札を掲げた家があっても、肥満体の人が「細井」で 

すと名乗っても本質的問題はない。 

 しかし、人間を猿と呼んだり、先祖は猿というのは、人間としての根幹をゆ 

るがす大問題であると言える。アイデンティティ（自己存在証明）の問題で、 

聖書が教える「生への畏敬」。「神に似せて創造された」という人間証明を崩す 

犯罪と言ってよい。人間への尊敬や愛を子どもたちに教え続けるのは、しごく 

むずかしい。それは、日本の教科書がそのレベルで教えているからであろう。 

 Ｂａｃｋ ｔｏ Ｔｈｅ Ｂｉｂｌｅ！ボーイズビーアンビシャス！を唱えたクラーク先生が、黒 

田長官に、どうしても聖書を土台に人間教育をしたいと政府の要求に反対した 

のはうなずける。レーナ・マリアさんやマザー・テレサを見ていると、その大切さを 

聖書の中に発見する。お互い、「目からうろこ」を体験したいものである。 
 

  

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅰヨハネ１章～Ⅲヨハネ  Ｂコース：エゼキエル４７章～ダニエル１２章 


